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なりの強さで得られるのであるが，之れは恰も最も下位にある
只二本の樹にみる兇童の場合に遡る・しかし，若し，電領導な
ごで，凡そ2000度叉は其れ以上まで温度を高めれば，ナFソウ
ム厘子は更にもつSいろ々々の現象を呈するのであって，庵れ
は恰も第三本目の樹に居る兜童ナこちが，揺り落しtこり投げ上げ
t3　bする機會をもつv：多く持つのこ同様である・又，凡そ3500
度の温皮を持つ電孤の場合ならば第四の樹にみる見童のやうに
爾此の上にいろ々々新しい可能性を示すだらうし，次ぎに，ま
だもつご高温の電氣閃光の場合は，同檬に，もつご上の方の児
童の場合ご同じであらう・
今1930年を紀念する古人
　今1930年に紀念すべき壷掘史上の人々を霜げて見るご一
ケプラ竈J・Kepler・（1571－1630）　近世天文學の開組，遊星運
　行法則の登見者こして，ケプラ1は學史上の重要な人傑であ
　る・彼は今から300年前の1630年11．月15日に死んだ・此の入の
　詳樽は近々に本誌へ載せる筈．
バ1口l　Isaa．c：Barrow　（1630年生一1677年死）　　英國ケンブ
　yツチ大學の敷學天文學の激授で，トソニチイ學院の長Sな
　り，かの宇宙の引力の登見者ニウトンを敷へた入であb，叉
　當時の大宗敷學者であっtこ．
プリウムThomas　Plume（1630年生一1704年死）　グリニチ天
　：文豪長フラムスチ1ドに薦められてハイゲンスの著書「宇宙
　論」Cosmotheorosを護み，大に澄する所あb，途にケンプヲ
　チ大學に資金を寄附して大学天文毫を建設せしめ，荷ほ，
　天文學ご物理學Sを砂潜する講座を創設せしめた人である・
　此の講座は「プリウム講座」S言ひ，コ1ツ　R・Cotesが最
　初此の罐任激授こなったが，現今はエデントンA・S・：Edding
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　七〇n氏が澹任者である．又・天文峯は最初トソニチイ學院の
　キング門上にあっtzが，今は郊外に移されtz・
ペズ1：Bezout（1730年生一1783年死）　　：有名な数學者・
ドサロン　：Bochart　de　Saron（1730年生一1794年死）　　フランス
　の天文二者，始めて．ノ・1シェルの登見しアこ星が遊皐である
　ご言ひ出しtこ入・又，フランス革命で，ギロチンのt：めに殺
　されtz學2Sの一人．
メシエ　Messier（1730年生一1817年死）　　一時はフランス國
　で最も活躍した天文家であって，多くの彗星を登見し，ノレイ
　第十五世王から「彗星捜しJごあだ名を貰った名入，ヌ有名
　な星雲星團目録を作っナこ人．
ポスlBossut（1730年！k　一18ユ4年死）　　フランスの物理學
　者で，コンドノレセ1Condorcet，ダランベ1／v　D，Alembert，
　ベイゾBailly，ララ’アジェLavoisier等tS交り，水力學の研
　究をし，叉，フラスン海軍の軍鑑改良のためにカを蓋しtz人
オ1べ1ルAubert（1730年生一1805年死）　英國で有名なアマ
　チユア天文家，ノ・1シエノvの友入．
フ1り工Fourier（1768年生一1830年死）　　フランスの大物理
　立者・1822年に　「熱の解析理論」Th60rie　analytique　de　la
chaleuirを著す・哲學者コムト大に之を賞揚し，今後大に學
　界を冷するだろうご言つアこ・
クレモナ　Cremona（1830年生一1903年死）　　イタリヤの数個
　者，イタソや全國の数學敷育を大に改善しだ人，
ニウトン　H・A・Newton（1830年生一1896年死）
数學者・天文悪者・流星の研究で有名である・
フル1ンス　Carl：Bruhns（1830年生一1881死）
　學者・ライプチヒ天文毫長・
アメソカの
ドイツの天文
